
このシンポジウムは，「スーパーコンピューティン

グと気象学」がテーマである．現在の気象学は，スー

パーコンピューティングなしには考えられないだろ

う．日々の天気予報は，気象庁のスーパーコンピュー

タによる数値天気予報が基となっている．天気予報の

向上には，スーパーコンピュータを使った気象学研究

が必須である．

計算機によるシミュレーションは，理論，実験に次

ぐ第３の科学的手法とも言われ，気象学の発展に重要

な役割を果たしている．Charney et al.（1950）は，

黎明期のコンピュータとして有名なENIACを使っ

て，解像度736km程度で北米を対象とした大気のシ

ミュレーションを行った．ENIACの演算速度は300

フロップス（１秒間に浮動小数点演算300回）程度と

言われている．その後コンピュータは急速に性能を向

上し，多くの気象学研究が数値計算によってなされて

きた．高性能なコンピュータを使うことで，精緻なシ

ミュレーションが可能となり，新たな科学的発見につ

ながる．

我が国は大型計算機環境に恵まれ，2002年に完成し

た地球シミュレータをはじめ，世界最高性能のスー

パーコンピュータが気象学の研究に生かされてきた．

Tomita et al.（2005）は，地球シミュレータを使っ

て，世界に先駆けて解像度約3.5kmの全球雲解像シ

ミュレーションを実行した．また多くの主要な大学に

もスーパーコンピュータが導入され，気象学研究に生

かされている．このように気象学の研究者が比較的容

易にスーパーコンピュータを利用できる環境は，世界

的に見ても大変恵まれていると言えるだろう．

１秒間に１京回（10ペタフロップス（PF））の演算

速度を世界に先駆けて実現したスーパーコンピュータ

「京」も，気象学の最先端研究に役立てられている．

これにより，実際の竜巻を再現する超高解像度気象シ

ミュレーション（Seko et al.2015）や，全球を１km

以下に区切った高精細の全球大気シミュレーション

（Miyamoto et al.2013），従来より二桁大きい１万メ

ンバーのアンサンブルシミュレーション（Miyoshi et
 

al. 2014，2015）など，世界をあっと驚かせるような

研究成果が出てきている．

また近年，第４の科学的手法とも言われるデータ集

約型サイエンスが台頭し，「ビッグデータ」を活用し

た新たな知の探求も始まっている．「ビッグデータ」

が急激に注目を集めている背景には，高速ネットワー

クの普及や，計算性能の向上があるだろう．「ビッグ

データ」の処理や解析にも，スーパーコンピューティ

ングが重要な役割を果たす．我が国の戦略的創造研究

推進事業CRESTでは，2012年に，ビッグデータに

関する研究領域２つ（領域総括：喜連川 優教授・田

中 譲教授）が始まった．これらの研究領域で採択さ

れた研究課題の中には，スーパーコンピューティング

に関係するものが複数ある．気象学に関するもので

は，筆者（三好）が研究代表者を務める研究課題
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「『ビッグデータ同化』の技術革新の創出によるゲリラ

豪雨予測の実証」があり，高精細シミュレーションと

次世代センサの双方による「ビッグデータ」を生かす

ための「ビッグデータ同化」の技術革新に取り組んで

いる．2015年７月７日より観測を開始した静止気象衛

星ひまわり８号や，2012年夏より大阪大学で運用され

ているフェーズドアレイ気象レーダー（Yoshikawa
 

et al.2013）は，従来のひまわり７号やパラボラ型の

気象レーダーと比べて50倍，100倍という桁違いの

「ビッグデータ」を生み出す．また，「京」で可能とな

る高精細シミュレーションでは，そのデータ量が１時

刻あたりテラバイト（TB）のオーダーとなり，さら

に膨大となる．これらの「ビッグデータ」を扱い，科

学的成果を創出するには，その情報通信のあり方や情

報処理のクラウド化など，新しいアプローチが有効か

もしれない．

さらに，2020年には「京」の後継機であるポスト

「京」スーパーコンピュータを稼働させるべく開発が

進められている．スーパーコンピュータの性能は，ま

だ止まるところを知らず，さらに向上を続けるだろ

う．将来どのような計算ができるようになるのか，そ

れによってどのような科学的発見，ブレークスルーが

もたらされるのか，夢は広がる．しかしそのために

は，メニーコア，階層型構造など，アーキテクチャが

複雑化するスーパーコンピュータを使いこなすことが

重要だ．このような高度な人材育成や，計算機科学者

との連携も重要になるだろう．

今回のシンポジウムでは，スーパーコンピュータを

用いた気象学の最先端研究，及び，将来展望について

議論した．まず，ポスト「京」開発のプロジェクト

リーダーである石川 裕博士に，将来のスパコンと，

気象学＝計算機科学連携に関してご講演いただいた．

次に，「京」を使った研究の最前線について，全球規

模及びメソスケールの気象学研究をリードする佐藤正

樹教授，斉藤和雄博士にご講演いただいた．その後，

将来のスーパーコンピューティングで扱うべき「ビッ

グデータ」の情報通信のあり方，データ共有形態，情

報処理のクラウド化などについて，豊田英司博士より

ご講演いただき，最後に，富田浩文博士より，ポスト

「京」に向けたモデリング，高度な人材育成に関する

ご講演をいただいた．これらのご講演に基づき，木本

昌秀教授よりご講評をいただき，さらに当日会場で参

加いただく皆様とともに，これからの気象学の発展の

ためのスーパーコンピューティングについて考え，議

論を深めた．
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